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公益社団法⼈⼟⽊学会
第14回⼟⽊と学校教育フォーラム

「ICTを活⽤した学校教育」への⼟⽊学会からの提案
実践・研究報告

研究の⽬的

災害に対する危機意識の向上
•避難⾏動に直結する

•平時から利⽤可能

•低コストで実現可能

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

•平時にいかに災害発⽣状況をイメージして、
⾏動につなげてもらうか

•その⼿段とは
•AR/VR災害疑似体験
•⾒える化→体験化→経験化

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

バーチャルリアリティ
（VR）

拡張現実（AR）は、
防災教育・啓発に

きわめて有⽤

•XR︓Extended Reality
•MR︓Mixed Reality
•VR ︓バーチャルリアリティ
•全部CG or 全部実写映像
•AR ︓拡張現実
•今⾒ている⾵景＋CG

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

VR≠仮想現実
•バーチャル Virtual
＝実質的な、実質上の ≠仮想的な

Virtual Real 現実の

Virtual Nominal 名⽬上の対義語

対義語

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.



VR地震体感コンテンツ
Meta Quest 2利⽤

Meta Quest 2
37,100円

気象庁が公開している揺れの観測データを利⽤

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/kyoshin/jishin/1604142126_kumamoto/index.htmlⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

VR地震体験コンテンツ

https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratoryⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

VR地震体験コンテンツ360度動画
YouTubeへのリンク

キッチン 教室

https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratoryⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

VR地震体感コンテンツ（⼦供部屋）

https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratoryⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

VR浸⽔体感コンテンツ

https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratory
ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

2019年9⽉20⽇栃⽊県那須町⽴那須中学校
ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.



AR災害疑似体験アプリ
Disaster ScopeⓇ

学校・⾃治体防災訓練における実⽤
• 2015年2⽉22⽇から開始
• ⾃主運営︓190回
• 協業先による運営︓約300回
• 延べ体験者数︓3万5千⼈

1. タブレット・スマートフォンを
⽤いて、現実空間にリアルなCG
⽔⾯や漂流物を表⽰︓ハザード
マップの体験化が可能

2. HMDを⽤いて⽕災発⽣時の煙充
満を現実空間で体験可能︓避難
訓練にリアルさと緊張感を付与

3. 災害リスクの「わがこと化」が
誰でも可能

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

実⾵景映像・画像に3D-CG
⽔⾯などを重畳表⽰

位置情報

想定⽔位など

防災情報サーバ(WebAPI)
http://disaportal2.gsi.go.jp/hazardmap/bousaiapp/h27/api1.php?lon=[経度]&lat=[緯度]&kind=[dataID]

システムの構成図

タブレット端末・紙製簡易ゴーグルとスマートフォン

＊このURLは例です

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

AR浸⽔合成表⽰例

AR浸水アプリ Disaster ScopeⓇ 開発：板宮朋基

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.
https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratory 2021年3⽉8⽇神奈川県藤沢市⽴本町⼩学校

AR浸⽔アプリの避難訓練における実⽤例

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

2021年3⽉8⽇神奈川県藤沢市⽴本町⼩学校

AR浸⽔アプリの避難訓練における実⽤例

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

AR⽕災煙体験/消⽕訓練アプリ

特許第6043408号 ポータブルデバイス、疑似体験システム、疑似体験⽅法、および疑似体験プログラム

Disaster ScopeⓇ Fire&Smoke 開発：板宮朋基
ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

https://www.youtube.com/c/ProfTomokiItamiyasLaboratory



AR煙体験アプリの避難訓練における実⽤例

2020年2⽉25⽇東京都三鷹市⽴第七⼩学校
2020年2⽉26⽇東京都三鷹市⽴⾼⼭⼩学校 ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

2019年9⽉6⽇茨城県⼟浦市⽴真鍋⼩学校（4回⽬）

AR煙体験アプリの避難訓練における実⽤例

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

評価

70%

24%

2%2%2%

2つの体験を通して、災害にそなえる⾏動

をおこそうと思いましたか。

すごく思う ややそう思う どちらでもない

あまりそう思わない ぜんぜん思わない

n=454

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

評価
• 藤沢市⽴本町⼩学校 児童たちのコメント

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

得られた知⾒
•VR/AR体験は防災教育に有⽤

•⼀般的なデバイスの利⽤は汎⽤性を⾼める
•⼤規模な普及につながる

•学年ごとに評価の差がある
•⼩学１年⽣には意味を理解しずらい→「楽しい」
• AR/VR体験に加えて事前・事後学習の必要性
•学習プログラムと同時配布の必要性

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.

今後の課題• アプリの配布⽅法
• 防災教育プログラムの⼀環として全国展開を推進中
• ウェザーニュースとのコラボで配信開始

• 「ARお天気シミュレーター」iOS/Android版
• 横浜市公式の防災アプリにAR機能が採⽤

• 「横浜市避難ナビ」iOS/Android版
• ⼀般社団法⼈拡張現実防災普及経由でのレンタル・販売

• 「Disaster Scope」 iPad Pro/iPhone 12,13 Pro版
• 「流れる⽔の圧⼒を感じる」ための表現

• CGがれきが⾃分に接触すると⾳が鳴る、等
• 流動床（砂に空気を吹き込むと⽔のようになる）の併⽤

• 有⽤性の⻑期的な評価
• 体験者／⾮体験者の記憶の残り⽅の差
• アプリの体験が実際の⾏動につながっているかどうか

ⓒ2022 Tomoki Itamiya, Ph.D.


